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京
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哲
學
會
規
則

第
一
條
本
倉
エ
以
都
哲
學
愈
｝
穂
ス

錦
二
條
本
會
ハ
廣
義
二
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
誓
及
ヲ
以
テ
廻
的
ト
ス

’
第
三
條
　
本
倉
ハ
前
條
ノ
爲
的
ヲ
鍵
盤
ン
が
爲
メ
左
ノ
纂
業
ヲ
行
フ

　
　
一
、
毎
麹
「
圓
研
究
會
ヲ
醐
ク

　
　
｝
、
毎
年
公
開
講
演
愈
ヲ
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
綴
雑
誌
『
哲
學
碑
究
』
ヲ
獲
行
ス

第
闘
條
本
會
事
務
所
ヲ
京
都
帝
國
大
學
文
學
都
内
工
騒
ク

第
五
條
　
本
會
ノ
都
業
ヲ
経
螢
入
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　
　
一
、
委
負
（
W
石
干
名
）
京
瀧
…
帝
國
大
回
文
學
都
暫
學
科
教
官
及
委
員
倉
工

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
之
二
充
ソ

　
　
一
、
書
記
（
｝
名
）
委
員
會
二
於
テ
囑
託
ス

第
六
條
　
本
’
曾
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
〃
田
端
侮
人
ニ
チ
モ
愈
員
タ
ル
コ
ト
ヲ
得

　
學
佼
、
圃
書
館
、
歎
育
曾
、
菰
心
算
ノ
圃
艦
ハ
其
麗
髄
ノ
名
ヲ
以
テ
入
會
ス

　
ル
づ
ト
ヲ
得

第
七
條
　
會
員
ハ
倉
費
ト
シ
テ
年
賜
圓
四
拾
鐘
，
前
後
二
期
工
分
チ
テ
前
納

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
會
員
ハ
本
倉
ノ
諸
種
ノ
會
合
二
爵
席
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
且
ツ
雑
誌

　
『
哲
學
砺
究
』
ノ
配
付
ブ
受
ク

第
九
條
　
本
倉
規
則
ノ
改
正
愛
唱
ハ
委
畏
愈
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

丈
學
薄
士

丈
學
士
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士

丈
學
士

丈
畢
博
士

丈
學
四
三

交
學
薄
士

丈
學
二

丈
學
士

文
學
博
士

交
學
三
士

交
學
博
士

文
學
士

交
學
博
士

交
題
博
士

庵号岩天本服波朋野西中一際木，小

野鬼村島井田井内田部多已上谷井
勝

邊
野趣

貞
二
壽二周素得義次精了俊啓正

術藏郎馬立英郎一諦夫治一元造衛



876

暫
學
研
究
　
第
二
百
三
十
二
號

＝
二

次自號前

積
極
的
事
實
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
：
：
・
…
…
…
・
…
…
…
：
…
二
藍
士
　
赤
　
松
　
元
　
遽

プ
ラ
ト
ー
ン
に
於
け
る
知
識
へ
の
溢
（
承
前
∀
：
…
…
…
…
…
・
・
…
：
：
…
－
長
澤
信
壽

集
合
論
の
所
謂
「
矛
盾
」
に
就
て
…
・
…
…

彙
報
、
其
他
－
…
…
…
…
“
・
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
：
丈
慧
眼
　
近
　
藤
　
洋
　
逸

●
o
O
尋
　
o
　
雪
●
■
●
●
●
●
■
●
●
O
●
●
，
●
O
O
輌
噂
O
●
■
●
り
●
●
●
●
■
●
●
　
●
O
■
●
o
●
●
9
●
●
●
●
o
●
o
●
．
■
，
●
・
　
，
，



愈
営

告

一
、
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町
へ
入
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希
望
着
ハ
京
都
市
薩
洞
院
七
退
路
内
外
出
版
部
嗣

　
橡
式
倉
儲
號
印
肉
昆
玖
卿
卿
折
口
…
三
冠
昌
宛
一
ア
ニ
柑
伽
定
ノ
倫
口
費
　
（
前
表
紙
裏
貼

　
ア
リ
）
御
納
付
ノ
上
御
申
込
被
下
度
候

「
、
課
員
ニ
シ
テ
靱
王
入
退
會
等
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編
輯
事
務
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外
ノ
一
切
）
ノ
事
務
ハ
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印
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倉
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内
京
都
哲
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御
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舷
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欝
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隅
飯
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刷
株
式

　
聖
慮
内
京
都
暫
學
會
宛
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御
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被
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度
候
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誌
ノ
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輯
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ス
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介
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倉
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島

豊
課
謬
趣
赫
認

窟
贋
獄
　
　
圓

逡
料
十
四
鑓

　
プ
ル
ガ
コ
フ
は
一
八
七
】
年
露
シ
ァ
に
生
れ
前
世
期
の
終
頃
迄
「
合
法
的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
軍
要
な
代
表
者
で
あ
っ
た
然
る
に
廿

世
期
の
初
頭
に
は
既
に
全
く
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
離
脱
し
一
九
〇
三
年
に
は
「
マ
ル
ク
ス
孟
春
か
ら
紅
斑
講
へ
」
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス

主
義
批
判
者
と
し
て
現
れ
る
に
璽
つ
た
。
其
後
彼
の
思
想
は
、
観
念
論
か
ら
更
に
心
事
的
宗
敷
的
な
畿
展
を
π
ど
り
、
哲
墨
的
思
椎
の

必
然
的
行
詰
を
認
め
、
そ
れ
は
宗
教
の
醇
女
と
し
て
の
み
更
生
し
得
る
と
云
ふ
考
へ
に
ま
で
到
饗
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
本
書
に
於
て

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
西
洋
哲
墨
史
の
聚
展
の
跡
を
だ
っ
ね
、
特
に
ス
ピ
ノ
ザ
、
カ
ン
ト
、
プ
イ
と
予
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、

等
の
根
本
思
想
を
吟
味
す
る
事
に
よ
っ
て
、
哲
畢
的
思
惟
な
る
も
の
は
其
が
理
性
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
を
解
決
せ
ん
と
企
て
る
も
の
で

あ
る
限
り
必
然
的
に
扁
衝
性
に
落
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
を
論
讃
せ
ん
と
し
て
・
4
3
る
、
か
く
し
て
全
冊
短
絡
は
、
理
挫
に
よ
っ
て
は
解

決
し
能
は
ざ
る
も
の
を
、
飽
迄
理
性
に
よ
っ
て
汲
み
つ
く
て
さ
ん
と
す
る
悲
劇
の
事
績
で
あ
る
、
哲
學
は
い
か
に
し
て
此
宿
命
的
な
悲

劇
か
ら
免
れ
う
る
で
あ
ら
う
か
。
ブ
ル
が
翻
フ
に
よ
れ
ば
、
翼
實
盗
の
眞
の
姿
は
三
位
驚
謎
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
哲
學
が
宗
漱
の
上

に
立
ち
て
宗
漱
を
論
明
せ
ん
と
す
る
儲
越
を
や
め
て
、
む
し
ろ
宗
敏
か
ら
光
明
を
仰
が
ん
と
す
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
最
高
使
命
の
自
門

を
意
味
づ
け
る
と
云
っ
て
み
る
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
孟
冬
か
ら
翻
念
論
を
趣
一
て
、
更
に
宗
教
に
ま
で
至
り
、
こ
瓦
に
始
め
て
安
住
の
地
を

見
出
し
た
と
云
ふ
事
は
短
時
の
隠
シ
ア
の
世
絹
と
共
に
、
現
在
の
葭
本
の
世
相
及
患
潮
と
も
大
い
に
通
す
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

敢
へ
て
譲
書
子
に
推
薦
す
る
所
以
で
あ
る
。
著
者
は
か
つ
て
、
経
濟
哲
畢
、
マ
ル
ク
ス
主
義
よ
り
槻
念
論
、
曉
天
、
等
の
著
述
が
あ
る
。

所
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石
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五
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番
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）
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